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英
語
に
よ
る
コ
ー
ス
G
U
―

G
L
E
E

の
運
営
に
加
え
、
国
際
交
流
行
事
の
運

営
、
工
学
部
の
各
種
文
書
や
H
P
の
英

語
化
な
ど
を
進
め
る
た
め
、
特
任
助
教

や
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
員
等
を
配
置
し
た
グ

ロ
ー
バ
ル
化
推
進
室
を
平
成
26
年
9
月

に
設
置
し
ま
し
た
。

工学部長　六郷 惠哲

世界で活躍する人材に

英
語
に
よ
る
コ
ー
ス

G
U
―

G
L
E
E

　

海
外
の
協
定
大
学
か
ら
の
留
学
生

と
日
本
人
学
生
と
が
英
語
に
よ
る
授

業
で
一
緒
に
学
ぶ
「
グ
ロ
ー
バ
ル
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス
（
G
U
―

G
L
E
E
）」
を
、
大
学
院
博
士
前
期

課
程
に
平
成
27
年
4
月
に
開
講
し
ま
し

た
。
専
門
の
内
容
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、

日
本
人
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
世
界
の
魅

力
や
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重

要
性
に
つ
い
て
、
留
学
生
の
皆
さ
ん
に

は
日
本
の
社
会
と
技
術
と
産
業
に
つ
い

て
も
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

海
外
の
大
学
と
の
交
流
協
定

　

交
流
協
定
を
結
ん
だ
海
外
の
大
学
で

は
、
授
業
料
の
免
除
、
教
育
研
究
施
設

の
利
用
な
ど
で
優
遇
さ
れ
る
と
同
時
に
、

学
生
や
教
員
の
交
流
や
共
同
研
究
が
円

滑
に
な
り
ま
す
。
交
流
協
定
に
は
、
学

部
レ
ベ
ル
の
も
の
と
大
学
レ
ベ
ル
の
も

の
と
が
あ
り
ま
す
。
工
学
部
は
、
海
外

の
16
大
学
と
学
部
間
の
交
流
協
定
を
結

ん
で
い
ま
す
（
う
ち
9
大
学
と
は
平
成

26
年
度
に
締
結
）。
大
学
レ
ベ
ル
で
は
、

海
外
の
45
大
学
と
交
流
協
定
が
結
ば
れ

　

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
世
界
の
ど
こ

へ
で
も
気
軽
に
出
か
け
て
活
躍
す
る
人

材
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
世
界
で

活
躍
す
る
た
め
に
は
、
専
門
分
野
で
の

能
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど

に
加
え
、
英
語
等
の
言
葉
の
運
用
力
や

異
文
化
へ
の
興
味
な
ど
が
大
切
で
す
。

こ
こ
で
は
、
工
学
部
・
工
学
研
究
科
の

話
題
と
し
て
、
学
生
の
短
期
派
遣
と
受

入
、
英
語
に
よ
る
コ
ー
ス
の
設
置
、
海

外
学
術
交
流
協
定
（
以
下
、交
流
協
定
）

の
締
結
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
室
の
設

置
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

学
生
の
短
期
派
遣
と
受
入

　

平
成
26
年
度
に
は
23
名
の
学
生
を
夏

休
み
等
に
数
週
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

韓
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
な
ど
の

協
定
大
学
へ
、
旅
費
を
支
援
し
て
派
遣

し
ま
し
た
。
協
定
大
学
の
研
究
室
に
滞

在
し
て
、
同
年
代
の
学
生
さ
ん
達
と
一
緒

に
過
ご
し
交
流
で
き
る
こ
と
が
特
徴
で

す
。
短
期
留
学
に
よ
り
、
英
語
が
得
意

な
学
生
は
自
信
を
つ
け
、そ
う
で
な
い
学

生
も
英
語
の
修
得
意
欲
が
高
ま
り
ま
す
。

短
期
留
学
を
経
験
し
た
あ
と
、
長
期
留

学
に
挑
戦
す
る
学
生
も
い
ま
す
。
一
方
、

海
外
の
協
定
大
学
か
ら
は
、
約
20
名
の

学
生
を
短
期
に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。
別
掲
記
事
の
よ
う
に
、
平

成
26
年
12
月
に
は
協
定
大
学
か
ら
関
係

者
を
招
い
て
、
第
1
回
国
際
ジ
ョ
イ
ン

ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
、
情
報
を

交
換
し
、
交
流
に
携
わ
る
教
員
間
の
絆

を
強
め
ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
室

　

上
述
の
学
生
の
短
期
派
遣
と
受
入
や

協定大学名 国　名 協定締結日

全南大学校工科大学 韓国 平成14年2月6日

柳韓国大学 韓国 平成22年9月29日

ベングル大学 インドネシア 平成23年7月20日

サー・パラシュラムブ・カレッジ インド 平成24年9月17日

忠南大学 韓国 平成25年1月18日

マドリード・カルロス三世大学 スペイン 平成25年7月9日

マレーシア国民大学 マレーシア 平成26年1月22日

インド工科大学グワハティ校 インド 平成26年4月17日

ドルトムント工科大学 ドイツ 平成26年6月23日

マンダレー大学 ミャンマー 平成26年8月25日

ブラヴィジャヤ大学 インドネシア 平成26年12月16日

ヤダナボン大学 ミャンマー 平成26年12月16日

メティラ大学 ミャンマー 平成26年12月16日

ディアンキマティ工科大学 ケニア 平成26年12月16日

トゥンク  アブドゥル  ラーマン大学 マレーシア 平成26年12月16日

慶北大学 韓国　 平成27年2月7日
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第1回国際ジョイントミーティングを開催

国際交流

る
力
強
い
和
太
鼓
・
笛
演
奏
と
工
学
研

究
科
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
の
大
学

院
生 

清
水
隆
宏 

君
に
よ
る
軽
や
か
な

津
軽
三
味
線
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

2
日
目 

12
月
18
日
（
木
）

工
学
部
2
0
1
番
教
室

　

協
定
23
大
学
の
出
席
者
よ
り
、
留
学

制
度
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
奨
学
金
、
留
学

生
セ
ン
タ
ー
の
活
動
な
ど
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
関
す
る
取
り
組
み
の
紹
介
と
総

合
討
論（
司
会
：
リ
ム 

リ
ー
ワ 

准
教
授
）

が
あ
り
ま
し
た
。
文
部
科
学
省
よ
り

ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

に
指
定
さ
れ
て
い
る
岐
阜
県
立
大
垣
北

高
等
学
校
の
生
徒
と
の
交
流
会
（
指
導
：

川
瀬
真
弓 

特
任
助
教
）
も
あ
り
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
、
交
流
を
一
層
活
発
に
す

る
た
め
の
共
同
宣
言
書
が
23
大
学
の
代

表
者
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
デ
ィ
ナ
ー

で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
留
学
生

に
よ
る
歌
と
民
族
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
、
国
際
ジ
ョ
イ
ン
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
で
、
各
大
学

と
よ
り
深
い
協
力
関
係
を
構
築
し
、国
際

能
力
に
優
れ
た
学
生
を
育
成
す
る
こ
と

は
も
と
よ
り
、
各
大
学
に
お
け
る
教
育
・

研
究
活
動
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

岐
阜
大
学
工
学
部
で
は
、
海
外
学
術

交
流
協
定
大
学
と
の
第
1
回
国
際
ジ
ョ

イ
ン
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
国
際
合
同
会

議
）
を
平
成
26
年
12
月
17
日
（
水
）、
18

日
（
木
）
に
開
催
し
ま
し
た
。
工
学
部

と
密
接
な
関
係
に
あ
る
海
外
13
カ
国

の
協
定
23
大
学
の
学
長
、
学
部
長
、
リ

エ
ゾ
ン
（
連
携
）
担
当
教
員
を
招
待
し
、

国
際
交
流
に
関
す
る
教
育
シ
ス
テ
ム
や

留
学
制
度
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

情
報
と
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

1
日
目 

12
月
17
日
（
水
）

岐
阜
都
ホ
テ
ル

　

六
郷
惠
哲
工
学
部
長
、
森
脇
久
隆
岐

阜
大
学
長
の
挨
拶
の
後
、
纐
纈
守
副
工

学
部
長
か
ら
、
岐
阜
大
学
な
ら
び
に
平

成
27
年
4
月
開
講
の
グ
ロ
ー
バ
ル
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ー
ス
の
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。
続
い
て
、
協
定
23
大
学
の

出
席
者
よ
り
、
各
大
学
の
沿
革
、
教
育

目
標
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
国
際
交
流
な

ど
に
つ
い
て
の
紹
介
（
司
会
：
竹
内
寛
子 

特
任
助
教
）
と
総
合
討
論
（
司
会
：
リ
ム 

リ
ー
ワ 

准
教
授
）
が
あ
り
、
大
学
同
士

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
相
互
理

解
が
深
ま
り
ま
し
た
。
バ
ン
ケ
ッ
ト（
司

会
：
川
崎
睦 

助
教
）
で
は
、
岐
阜
県
立

岐
阜
総
合
学
園
高
等
学
校
太
鼓
部
に
よ
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参加しよう！ 飛び立とう海外へ!
工学部長・工学研究科長　六郷 惠哲

アンダラス大学に短期留学した 
真下小春さんのレポートから抜粋

　
私
は
一
度
目
の
留
学
で
異
文
化
交
流
の

楽
し
さ
を
，
今
回
の
留
学
で
英
語
が
伝

わ
る
こ
と
の
達
成
感
を
学
び
ま
し
た
。
海

外
経
験
は
い
つ
も
私
を
成
長
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。
そ
し
て
行
く
度
に
視
野
が
ど
ん
ど

ん
広
が
っ
て
い
く
の
が
分
か
り
ま
す
。
高

校
一
年
生
の
あ
の
時
「
行
く
」
と
い
う
決

断
を
し
て
い
な
け
れ
ば
今
の
ア
ク
テ
ィ
ブ

な
自
分
は
い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
し
，
今

回
の
挑
戦
が
な
け
れ
ば
母
国
を
大
切
に

し
よ
う
と
い
う
思
い
は
芽
生
え
な
か
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ど
ん
な
に
少
な
い
期
間
で
も
旅
行
で

は
な
く
留
学
と
い
う
目
的
で
そ
の
土
地
の

暮
ら
し
を
体
験
す
る
こ
と
で
，
あ
な
た
に

と
っ
て
今
ま
で
と
は
全
く
違
う
新
し
い
世

界
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。．．．
今

回
の
留
学
で
「
自
分
の
英
語
は
伝
わ
る
」

と
い
う
自
信
が
持
て
た
と
同
時
に
，
多

少
文
化
が
違
っ
て
も
暮
ら
し
て
い
け
る
と

感
じ
ま
し
た
。．．．
学
生
と
い
う
身
分
で

な
く
な
っ
て
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
世
界
に
飛

び
出
し
て
い
け
る
よ
う
な
人
で
あ
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

岐
阜
大
学
工
学
部
・
工
学
研
究
科
で

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
学
習
環
境
の
場
と
し

て
、海
外
の
協
定
大
学
へ
学
生
を
短
期
派

遣
す
る
と
と
も
に
短
期
受
入
を
行
っ
て

い
ま
す
。
海
外
の
協
定
大
学
に
学
生
と

し
て
数
週
間
滞
在
し
、
研
究
や
学
習
を

行
い
な
が
ら
滞
在
先
の
学
生
の
皆
さ
ん

と
交
流
し
生
活
を
体
験
で
き
る
こ
と
が
、

こ
の
短
期
留
学
の
特
徴
で
あ
り
、
通
常
の

海
外
旅
行
で
は
味
わ
え
な
い
内
容
で
す
。

参
加
募
集
を
4
～
5
月
頃
に
行
い
、
費

用
の
一
部
を
支
援
し
て
、
主
に
夏
休
み
中

に
学
生
の
皆
さ
ん
を
協
定
大
学
へ
派
遣

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
短
期
留
学
報
告
会
で
は
、
体

験
レ
ポ
ー
ト
集
と
開
催
案
内
が
グ
ロ
ー

バ
ル
化
推
進
室
に
よ
り
作
成
さ
れ
ま
し

た
。
体
験
レ
ポ
ー
ト
に
は
、
留
学
し
た

学
生
の
皆
さ
ん
の
驚
き
、
喜
び
、
達
成
感
、

希
望
な
ど
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ

留
学
し
て
い
な
い
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、

報
告
を
聴
き
レ
ポ
ー
ト
を
読
ん
で
、来
年

は
、ぜ
ひ
短
期
留
学
す
る
側
で
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

短
期
留
学
の
魅
力
に
つ
い
て
は
、
参
加

し
た
学
生
の
皆
さ
ん
に
語
っ
て
い
た
だ

く
の
が
一
番
で
す
。
体
験
レ
ポ
ー
ト
の
中

か
ら
、
機
能
材
料
工
学
科
4
年
生
の
真

下
小
春
さ
ん
の
も
の
を
選
び
、
そ
の
内
容

の
一
部
を
抜
粋
し
て
次
に
紹
介
し
ま
す
。
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◆学術交流協定締結校
（括弧内：国名・締結日）

⑴  インド工科大学グワハティ校（インド，H26.4.17）

⑵  ドルトムント工科大学（ドイツ，H26.6.23）

⑶  マンダレー大学（ミャンマー，H26.8.25）

⑷  ブラヴィジャヤ大学（インドネシア，H26.12.16）

⑸  ヤダナボン大学（ミャンマー，H26.12.16）

⑹  メティラ大学（ミャンマー，H26.12.16）

⑺  ディアンキマティ工科大学（ケニア，H26.12.16）

⑻  トゥンク  アブドゥル  ラーマン大学（マレーシア，H26.12.16）

⑼  慶北大学校工科大学（韓国，H27.2.27）

◆国際合同会議・セミナー，交流会開催
（括弧内：開催日）

⑴  インドネシア・アンダラス大学との第一回国際合同セミナー（H26.4.2-6）

⑵  マレーシア国民大学との第一回国際合同セミナー（H26.7.31-8.1）

⑶  第一回国際ジョイントミーティング（H26.12.17,18）　詳細は別ページに掲載

⑷  韓国・全南大学校工科大学の優秀学生との交流会（H27.1.21-22）

平成26年度の工学部の国際交流活動
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◆海外大学教員の工学部訪問
（括弧内：訪問日）

⑴  ブラジルよりカンピーナス大学，サンパウロ連邦教育科学技術大学の教員 5 名（H27.2.17）

⑵  インド工科大学グワハティ校より教員 2 名（H27.2.25-27）

⑶  ポーランド・クラクフ工科大学より教員 5 名（H27.3.9,10）

◆外国人学生の工学部訪問
（括弧内：訪問日）

⑴  JENESYS2.0（21 世紀東アジア青少年交流計画）マレーシア学生訪日団 26 名（H.26.4.18）

⑵  JENESYS2.0 ベトナム学生訪日団 27 名（H26.6.27）

⑶  フランス国立高等電信大学・テレコムパリテック大学生 13 名（H26.7.23）

⑷  JENESYS2.0 東ティモール学生訪日団 19 名（H27.2.13）

岐阜大学工学部の国際交流活動の詳細は，工学部公式ホームページ「トピックス」でご覧になることができます．

岐阜大学工学部公式HP トピックス一覧

http://www.eng.gifu-u.ac.jp/topics/list.htm



 7
2015 N

o.25　
岐

阜
大

学
工

学
部

ニ
ュ

ー
ス

　
匠

エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
彼
ら
を
世
界
に
輩
出
し

て
き
ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
卒
業
生
ら
が
現

地
の
大
学
の
主
要
な
ポ
ス
ト
に
就
い
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
と
の
強
固
な
関
係
が

工
学
部
と
の
学
部
間
学
術
交
流
協
定
に
つ

な
が
り
、
学
部
長
が
書
か
れ
た
よ
う
に
、
現

在
協
定
校
は
8
か
国
（
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
韓
国
、
ケ
ニ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ド
イ

ツ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
16
校
に

の
ぼ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
協
定
校
と
の
関
係

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
本
学
学
生
を
安
全
・

安
心
に
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
先
方

か
ら
の
学
生
も
安
心
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
今
回
のGU

-G
LEE

に
受
け
入

れ
た
留
学
生
3
名
も
こ
の
協
定
大
学
か
ら
推

薦
さ
れ
選
抜
さ
れ
た
学
生
で
す
。GU

-G
LEE

の
開
設
に
よ
り
、
こ
れ
ら
協
定
校
と
の
交
流

が
益
々
盛
ん
に
な
り
よ
り
強
固
な
信
頼
関
係

が
構
築
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流
れ
は
と
ど
ま
る
と
こ

ろ
を
知
ら
ず
、
工
学
部
と
し
て
も
こ
のG

U
-

G
LEE

を
ひ
と
つ
の
足
掛
か
り
と
し
て
、
今

後
予
定
さ
れ
て
い
る
大
学
院
改
組
に
お
い

て
も
、
ま
た
将
来
的
に
は
学
部
に
お
い
て
も

英
語
に
よ
る
講
義
な
ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充

実
や
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ス
の
増
設
な
ど
に
よ

り
、
さ
ら
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
で
き

る
人
材
育
成
に
最
大
限
の
努
力
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
27
年
4
月
、
工
学
研
究
科
で
は
博

士
前
期
課
程
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
専

攻
に
、
環
境
科
学
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
心
と

し
た
工
学
研
究
科
の
強
み
分
野
の
最
先
端

技
術
を
修
学
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
コ
ー
ス
（G

ifu University GLobal 

Environm
ent and Energy Course (GU

-

G
LEE)

）
を
新
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
優
秀

な
海
外
か
ら
の
留
学
生
と
日
本
人
学
生
が
英

語
の
み
で
履
修
す
る
コ
ー
ス
で
、
工
学
部
と

し
て
初
の
試
み
で
す
。
環
境
問
題
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
に
関
す
る
講
義
を
は
じ
め
地
域
の

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
の
連
携
強
化
に
つ
な
が

る
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
留
学

生
は
日
本
国
内
の
優
良
企
業
で
、
日
本
人
学

生
は
海
外
で
研
修
）
な
ど
を
開
講
し
ま
す
。

留
学
生
に
は
秋
季
入
学
も
整
備
し
て
い
ま

す
。
初
年
度
は
、
留
学
生
3
名
（
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
各

1
名
）
と
日
本
人
学
生
3
名
の
計
6
名
が
1

期
生
と
し
て
入
学
し
ま
し
た
。
優
秀
な
留
学

生
を
確
保
す
る
た
め
に
、
本
コ
ー
ス
の
留
学

生
に
は
検
定
料
・
入
学
金
・
授
業
料
の
免
除

や
奨
学
金
獲
得
支
援
、
大
学
内
の
国
際
交
流

会
館
の
優
先
利
用
な
ど
最
大
限
の
支
援
が

な
さ
れ
、
本
コ
ー
ス
の
開
講
と
発
展
に
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

工
学
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
留
学
生

を
受
け
入
れ
、
高
度
な
専
門
性
を
有
し
た

教務担当副学部長　纐纈　守

平成27年4月グローバル環境・エネルギーコース
（GU―GLEE） 開講

GU-GLEE のホームページ
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シミュレーションによる材料設計

新任教員の横顔
New teacher's profile

平
成
26
年
10
月
1
日
付
で
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

専
門
は
計
算
材
料
科
学
で
、
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
り
各
種
固
体
材
料
の
変
形
・
破
壊
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
原
子
レ
ベ
ル
か
ら
解
明
す
る
こ
と
を
主
な
研
究

テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。「
材
料
な
く
し
て
機
械
な

し
」機

械
構
造
物
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
往
々
に
し

て
材
料
の
高
性
能
化
や
、
こ
れ
ま
で
と
は
ま
っ
た
く

異
な
る
新
し
い
特
性
を
持
つ
材
料
の
開
発
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
高
性
能
・
高
効
率

な
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
は
、
高
温
に
耐
え
、
か
つ
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
の
よ
う
に
一
瞬
で
破
壊
し
て
し
ま
う
こ
と

の
な
い
超
合
金
の
開
発
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
様
々
な
合
金
組
成
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

試
作
す
る
コ
ス
ト
は
も
と
よ
り
、
最
も
障
壁
と
な
る

の
が
試
作
し
た
材
料
の
変
形
・
破
壊
特
性
の
評
価
で
、

1
ヶ
月
以
上
、
場
合
に
よ
っ
て
は
1
年
以
上
も
ジ
ェ
ッ

ト
エ
ン
ジ
ン
を
模
擬
し
た
温
度
と
負
荷
を
か
け
た
破

断
試
験
を
繰
り
返
し
て
評
価
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
開
発
・
実
用
化
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
た
め
に

数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
変
形
・
破
壊
特
性

予
測
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
震
予
知
と
同

様
、
変
形
・
破
壊
の
予
測
は
見
果
て
ぬ
夢
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
数
値
計
算
を
駆
使
し
て
そ
の
素
過
程
に

迫
る
こ
と
で
、
新
し
い
材
料
の
設
計
・
開
発
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

機
械
工
学
科

機
械
コ
ー
ス

屋や
し
ろ代 

如き
さ
ら
ぎ月  

教
授

（
就
任
年
月
日
平
成
26
年
10
月
1
日
）

数学・論理学に基づいたプログラム検証

こ
の
度
縁
あ
っ
て
、
平
成
26
年
3
月
1
日
付
け
で

電
気
電
子
情
報
工
学
科
の
情
報
コ
ー
ス
に
着
任
い
た

し
ま
し
た
。
専
門
は
定
理
自
動
証
明
と
そ
の
応
用
と

し
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
検
証
で
す
。

近
年
の
計
算
機
の
発
展
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が

あ
り
、
人
間
に
は
到
底
行
え
な
い
よ
う
な
『
計
算
』

を
簡
単
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
一

方
計
算
機
は
、
少
し
数
学
的
素
養
が
あ
る
人
な
ら
簡

単
に
行
え
る
よ
う
な
『
証
明
』
す
ら
行
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
証
明
な
る
も
の
を
実
行
す
る

に
は
、
単
純
な
計
算
力
だ
け
で
は
な
く
、
な
ん
ら
か

の
感
性
が
要
求
さ
れ
る
た
め
で
す
。
こ
の
『
計
算
』

と
『
証
明
』
の
間
を
繋
ぐ
理
論
こ
そ
が
、
私
が
専
門

と
し
て
い
る
定
理
自
動
証
明
で
す
。
ま
た
、
そ
の
応

用
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
自
動
検
証
法
の
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
応
用
が
可
能
な
の
は
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
検
証
す
る
際
に
必
要
と
な
る
様
々
な
概
念
が
あ

る
種
の
数
学
的
な
定
理
と
し
て
定
式
化
で
き
る
か
ら

で
す
。

現
代
社
会
で
は
、
ほ
ん
の
小
さ
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

バ
グ
が
致
命
的
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
す
。
我
々
の
研
究
を
通
し
て
安
全
か
つ
安
心

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
た
め
の
手
法
を
確
立
し

安
全
・
安
心
な
社
会
基
盤
構
築
に
貢
献
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
を
通
し
て
そ
の
た
め

の
人
材
を
育
て
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

電
気
電
子
・
情
報
工
学
科

情
報
コ
ー
ス

草く
さ
か
り刈 

圭け
い
い
ち
ろ
う

一朗  

教
授

（
就
任
年
月
日
平
成
26
年
3
月
1
日
）
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平
成
26
年
11
月
1
日
付
け
で
機
械
工
学
科
に
テ

ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
助
教
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。
私

の
研
究
分
野
は
福
祉
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
で
あ
り
、
特
に

身
体
か
ら
生
じ
る
筋
電
・
脳
波
な
ど
の
生
体
信
号

を
操
作
入
力
と
す
る
ヒ
ト
の
生
活
に
役
立
つ
運
動
補

助
／
環
境
制
御
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
5
年
間
は
、
脳
外
科
医
師
・
脳
科
学
者

ら
と
共
に
「
脳
波
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
ハ
ン
ド
の
リ
ア

ル
タ
イ
ム
制
御
」「
ブ
レ
イ
ン
・
マ
シ
ン
・
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス
（
B
M
I
）
医
療
機
器
を
目
指
し
た
体
内

埋
込
型
ワ
イ
ヤ
レ
ス
脳
波
計
測
装
置
の
開
発
」
に
従

事
し
、
福
祉
医
療
機
器
の
実
用
化
プ
ロ
セ
ス
を
経
験

し
ま
し
た
。
ま
た
、
B
M
I
研
究
を
通
し
て
得
た
知

識
技
術
を
も
と
に
、
生
体
信
号
計
測
に
基
づ
く
モ
ー

タ
制
御
の
教
材
を
開
発
し
、
工
学
教
育
に
も
力
を
注

い
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
近
年
の
介
護
・
福
祉
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
の

活
性
化
の
流
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
地
域
の
中
小
企

業
と
の
協
力
関
係
を
築
き
上
げ
、
介
護
福
祉
ロ
ボ
ッ

ト
の
実
用
化
・
製
品
に
つ
な
が
る
研
究
開
発
お
よ
び

人
材
育
成
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

国内産業につながる福祉ロボティクスを目指して

機
械
工
学
科

知
能
機
械
コ
ー
ス

松ま
つ
し
た下 

光こ
う
じ
ろ
う

次
郎  

助
教

（
就
任
年
月
日
平
成
26
年
11
月
1
日
）

「英語アレルギー」克服への挑戦

平
成
26
年
4
月
1
日
付
け
で
、
着
任
し
ま
し
た
。

工
学
部
の
応
用
物
理
コ
ー
ス
に
所
属
し
、
工
学
部
3

年
生
の
英
語
科
目
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

岐
阜
に
来
る
前
は
、
出
身
地
で
あ
る
岡
山
の
中
学

校
、
高
等
学
校
で
英
語
を
教
え
て
い
ま
し
た
。
日
本

の
大
学
で
英
米
文
学
、
言
語
学
、
英
語
教
育
を
学
ん

だ
後
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
教
員
養
成
課
程
を
修
了
し
ま

し
た
（CELTA

：
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
認
定
国
際
英

語
教
員
資
格
取
得
）。

主
な
研
究
内
容
は
、
日
本
と
外
国
の
教
員
免
許
状

取
得
ま
で
の
教
員
養
成
課
程
と
入
学
試
験
等
の
比

較
、
教
材
研
究
と
開
発
、
自
立
学
習
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
で
す
。
現
在
の
研
究
は
、
現
在
高
等
学

校
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
英
語
の
授
業
は
英
語
で
教

え
る
」
と
い
う
オ
ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
に
つ
い
て
の

調
査
と
、
英
語
を
専
攻
と
し
な
い
学
生
の
長
期
留
学

が
及
ぼ
す
英
語
学
習
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

変
化
と
英
語
運
用
能
力
の
発
達
度
合
い
を
分
析
す
る

も
の
で
す
。

中
高
大
の
英
語
教
育
を
通
し
て
、「
英
語
ア
レ
ル

ギ
ー
」
の
生
徒
・
学
生
を
多
く
見
て
き
ま
し
た
。
工

学
部
の
学
生
の
中
に
も
英
語
が
嫌
い
、
苦
手
と
い
う

人
も
少
な
く
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
教
育
と

研
究
を
通
し
て
学
生
の
意
識
の
中
に
少
し
で
も
「
で

き
る
」「
楽
し
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
る
よ

う
努
力
し
、
工
学
部
そ
し
て
大
学
全
体
の
英
語
教
育

に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

電
気
電
子
・
情
報
工
学
科

応
用
物
理
コ
ー
ス

川か
わ
さ
き崎 

睦む
つ
み  

助
教

（
就
任
年
月
日
平
成
26
年
4
月
1
日
）
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各賞受賞者の声

2014年度
有機合成化学協会奨励賞 励賞

化学・生命工学科　生命化学コース
喜多村 徳昭 助教

平成26年度
有機合成化学協会
有機合成化学奨励賞

化学・生命工学科　生命化学コース
芝原 文利 准教授

本
賞
は
有
機
合
成
化
学
ま
た
は
有
機

合
成
化
学
関
連
産
業
の
分
野
で
優
れ
た

研
究
ま
た
は
発
明
を
行
っ
た
若
手
の
研

究
者
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。  

今
回
、「
次
世
代
医
薬
創
出
の
た
め
の

PET

標
識
化
法
の
開
発
」
に
関
す
る
成
果

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。  

陽
電
子
放
出
断

層
撮
影
法
（
Ｐ
Ｅ
Ｔ
）
は
標
識
し
た
化

合
物
の
体
内
分
布
を
微
量
で
高
感
度
か

つ
定
量
的
に
観
察
で
き
る
こ
と
か
ら
、
創

薬
お
よ
び
医
療
分
野
に
お
い
て
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ
で
用
い
ら
れ

る
陽
電
子
放
出
核
種
の
多
く
は
短
寿
命

で
あ
る
た
め
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
標
識
薬
剤
の
合
成

に
は
高
速
化
学
反
応
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。Copper-catalyzed azide-alkyne 

cycloaddition

（CuAAC

）
反
応
は
、
末

端
ア
ル
キ
ン
と
ア
ジ
ド
が
1
価
の
銅
触

媒
存
在
下
で
容
易
に
反
応
し
て
安
定
な

ト
リ
ア
ゾ
ー
ル
環
を
形
成
す
る
事
か
ら

PET

標
識
化
に
汎
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、CuAAC

反
応
で
一
般
的
に
用
い
ら

れ
る
条
件
で
は
、
核
酸
オ
リ
ゴ
マ
ー
の
分

解
や
タ
ン
パ
ク
質
の
構
造
変
化
が
起
こ

る
た
め
、
こ
れ
ら
の
生
体
高
分
子
を
用
い

る
場
合
、高
価
な
配
位
子
を
共
存
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
こ
れ
ま
で
環

境
調
和
型
反
応
の
開
発
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
経
験
を
活
か
し
、
配
位
子
が

不
要
で
室
温
で
効
率
的
に
進
行
し
、任
意

の
核
酸
オ
リ
ゴ
マ
ー
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
標
識
化

に
適
用
可
能
なCuAAC

反
応
を
開
発
し
、

さ
ら
に
、
本
手
法
が
タ
ン
パ
ク
質
の
ペ
プ

チ
ド
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
標
識
化
に
も
利
用
可
能

で
あ
る
こ
と
を
示
し
、応
用
性
を
引
き
出

し
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
有
機
合
成
化
学
協
会
有

機
合
成
化
学
奨
励
賞
を
受
賞
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
賞
は
、
40
歳
ま
で
の
国
内

の
有
機
化
学
に
携
わ
る
若
手
研
究
者
の

そ
れ
ま
で
に
行
っ
て
き
た
一
連
の
研
究

を
包
括
的
に
評
価
し
、
有
機
化
学
の
分

野
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
研
究
成

果
を
挙
げ
た
認
め
ら
れ
た
者
、
毎
年
5

名
程
度
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

さ
て
、
受
賞
対
象
に
な
っ
た
研
究

は
、
医
薬
品
や
機
能
性
材
料
に
多
用

さ
れ
る
、
様
々
な
多
置
換
複
素
環
化

合
物
の
合
成
法
の
開
発
で
す
。
私
は

こ
の
中
で
、
ユ
ニ
ー
ク
な
反
応
性
を
持

つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
“
臭
い
”
の

問
題
か
ら
利
用
が
敬
遠
さ
れ
が
ち
で

あ
っ
た
有
機
硫
黄
化
合
物
の
、
“
無
臭

な
”
合
成
法
お
よ
び
変
換
反
応
を
組

み
合
わ
せ
た
、
新
し
い
合
成
手
法
の
開

発
、
な
ら
び
に
ポ
ス
ト
ク
ロ
ス
カ
ッ
プ

リ
ン
グ
反
応
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
、

有
機
金
属
反
応
剤
を
用
い
な
い
、
炭
素

−
炭
素
結
合
形
成
反
応
に
よ
る
複
素
環

へ
の
芳
香
環
の
直
接
導
入
反
応
の
研
究

が
特
に
評
価
さ
れ
て
受
賞
に
至
り
ま
し

た
。振
り
返
る
と
こ
れ
ら
の
研
究
は
き
っ

か
け
か
ら
展
開
に
至
る
ま
で
、
全
て
岐

阜
大
学
の
地
盤
な
し
に
は
な
し
得
な

か
っ
た
も
の
で
す
。
有
機
化
学
は
化
学

の
根
幹
を
な
す
分
野
の
一
つ
で
あ
り
か

な
り
人
口
が
多
い
分
野
で
す
が
、
ま
さ

にm
ade in G

ifu

が
評
価
さ
れ
た
点
は
、

手
前
味
噌
な
が
ら
本
学
教
員
と
し
て
誇

ら
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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IEEE 2014 International Symposium 
on Micro-Nano Mechatronics and 
Human Science (MHS2014) Best 
Paper Award受賞

電気電子・情報工学科 応用物理コース
新田 高洋 助教・石 槫 祐 貴

平成26年度
化学・生物素材研究開発奨励賞

化学・生命工学科 生命化学コース
池田 将 准教授

IEEE International Sym
posium

 
on M

icro-N
anoM

echatronics and 
H

um
an Science (M

H
S)

は
、1990

年
か
ら
名
古
屋
大
学
が
中
心
と
な
っ

て
開
催
さ
れ
て
い
る
国
際
会
議
で
、

M
H

S2014

は
ち
ょ
う
ど
25
周
年
記
念
大

会
で
し
た
。
参
加
者
の
講
演
内
容
は
、

マ
イ
ク
ロ
ロ
ボ
ッ
ト
の
医
療
へ
の
応
用
か

ら
、
再
生
医
療
、
細
胞
生
物
学
な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
が
、
全
体
と
し

て
機
械
工
学
と
生
物
学
と
の
融
合
研
究

が
共
通
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

海
外
か
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
中

国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
大
学
か
ら

の
参
加
者
が
い
ま
し
た
。

私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
研
究

テ
ー
マ
は
、
私
た
ち
の
体
内
に
あ
る
分

子
機
械
を
生
体
外
で
工
学
利
用
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
私
た
ち
の
体
内
に

は
、
モ
ー
タ
ー
蛋
白
質
と
呼
ば
れ
る
一

群
の
蛋
白
質
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
モ
ー

タ
ー
蛋
白
質
は
、
二
足
歩
行
や
回
転
運

動
を
す
る
分
子
機
械
で
す
。
私
た
ち
は
、

こ
の
モ
ー
タ
ー
蛋
白
質
を
生
体
外
に
取

り
出
し
て
、M

EM
S

な
ど
を
駆
動
す
る

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
私
た

ち
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
実
験
の
両
面
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
効
率
よ
く
モ
ー
タ
ー
蛋
白
質
の
機

能
を
利
用
で
き
る
か
を
研
究
し
て
い
ま

す
。
受
賞
し
た
講
演
で
は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
開
発
と
そ
れ
か
ら
得
ら
れ
た

知
見
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
受
賞
を
励
み
に
、
研
究
に
さ
ら

に
発
展
さ
せ
る
所
存
で
す
。

２
０
１
４
年
10
月
15
日
に
、「
バ
イ
オ

応
用
を
目
指
し
た
刺
激
に
応
答
す
る
ナ

ノ
繊
維
か
ら
な
る
ヒ
ド
ロ
ゲ
ル
の
開
発
」

に
関
す
る
研
究
に
関
し
て
、
平
成
26
年

度
化
学
・
生
物
素
材
研
究
開
発
奨
励
賞

（
バ
イ
オ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
協
会
）
を

受
賞
致
し
ま
し
た
。

本
研
究
は
、
前
職
で
あ
る
京
都
大
学

大
学
院
工
学
研
究
科
助
教
時
代
か
ら
浜

地 

格
教
授
の
御
指
導
の
も
と
、
多
く
の

学
生
の
不
断
の
努
力
と
共
同
研
究
者
の

支
え
が
あ
っ
て
推
進
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
こ
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
現
在
も
岐
阜
大
学 

北

出 

幸
夫
教
授
の
御
指
導
の
も
と
学
生
と

本
研
究
を
進
め
、
更
な
る
発
展
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
着
想
か
ら
約

７
年
の
研
究
成
果
を
、
集
大
成
と
し
て

論
文(N

ature Chem
istry

誌)

に
ま
と

め
た
こ
と
も
契
機
と
な
り
、
そ
の
新
規

性
や
発
展
性
が
認
め
ら
れ
た
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

研
究
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、

グ
ル
コ
ー
ス
な
ど
の
生
体
分
子
の
存
在

す
る
水
溶
液
を
滴
下
す
る
と
溶
け
る

ゼ
リ
ー
状
物
質
（
ヒ
ド
ロ
ゲ
ル
）
を
開

発
し
ま
し
た
。
ゼ
リ
ー
状
物
質
の
中
に

医
薬
品
を
予
め
閉
じ
込
め
て
お
く
こ
と

で
、
特
定
の
環
境
で
そ
の
医
薬
品
を
放

出
す
る
材
料
と
し
て
の
応
用
が
可
能
に

な
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

医
療
に
応
用
可
能
な
材
料
を
、
自
ら
設

計
・
合
成
し
た
分
子
か
ら
開
発
す
る
こ

と
を
目
標
に
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。



Awardee Speech

各賞受賞者の声

平成２６年度
土木学会土木史研究発表会
優秀講演

社会基盤工学科 環境コース
出村 嘉史 准教授

平成 25 年度
化学工学論文集優秀論文賞

機械工学科 機械コース
板谷 義紀 教授・小林 信介 准教授

学
会
土
木
史
研
究
会
は
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
基
盤
づ
く
り
に
資
す
る
「
先
端

の
」
歴
史
研
究
が
熱
く
議
論
さ
れ
る
意

義
深
い
場
で
す
が
、
近
頃FD

と
し
て
次

世
代
を
育
成
す
る
た
め
の
歴
史
教
育
の

在
り
方
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
折
し
も
平
成
２
５
年
か
ら
岐
阜
大

学
工
学
部
で
始
ま
っ
た
新
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
お
い
て
、
社
会
基
盤
工
学
科
に
講

義
「
土
木
史
」
を
開
講
し
ま
し
た
の
で
、

こ
の
一
連
の
取
組
み
を
発
表
し
ま
し
た
。

会
場
に
活
発
な
議
論
を
呼
ぶ
こ
と
に
な

り
、
高
い
評
価
を
得
て
、
嬉
し
い
こ
と
に

賞
ま
で
頂
き
ま
し
た
。

「
土
木
史
」
の
講
義
は
、
学
科
内
で

私
が
発
案
し
て
、
初
年
次
の
導
入
教
育

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
も
の
で
す
。
発
表
で
は
、
学
科
内
の

各
専
門
分
野
の
先
生
方
か
ら
同
分
野
の

存
在
意
義
や
価
値
を
示
す
よ
う
な
魅
力

的
な
講
義
を
担
当
し
て
頂
け
る
よ
う
に

な
っ
た
経
緯
や
、
講
義
構
成
上
の
工
夫

な
ど
を
伝
え
ま
し
た
。
課
題
の
出
し
方

に
つ
い
て
も
大
き
な
賛
同
を
得
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
実
際
、
授
業
評
価
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
れ
ば
、
社
会
基
盤
あ

る
い
は
土
木
と
い
う
分
野
に
対
し
て
未

だ
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
１
年
生
に
、
こ

の
講
義
が
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き

い
よ
う
で
す
。
今
後
も
よ
り
改
善
し
、

多
く
の
学
生
が
自
ら
の
選
ん
だ
道
の
面

白
さ
に
気
づ
く
契
機
に
な
る
よ
う
、
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

受
賞
論
文
は
「
過
飽
和
微
細
結
晶
ス

ラ
リ
ー
に
よ
る
L
i
B
r
・
水
系
吸
収

式
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
性
能
向
上
効
果
」
で
、

温
度
が
低
い
た
め
捨
て
ら
れ
て
い
る

1
0
0
℃
以
下
の
熱
を
回
収
し
て
、
冷

房
や
冷
水
あ
る
い
は
1
0
0
℃
以
上
の

蒸
気
を
作
る
吸
収
式
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
と

い
う
装
置
の
高
性
能
化
を
目
指
し
た
基

礎
研
究
で
す
。

吸
収
式
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
は
動
力
が
不

要
な
た
め
、
こ
れ
ま
で
捨
て
ら
れ
て
い

た
熱
を
回
収
し
て
冷
温
や
高
温
を
作
る

こ
と
が
で
き
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
の
高

い
装
置
で
す
。
こ
の
装
置
は
、
吸
収
液

の
臭
化
リ
チ
ウ
ム
の
濃
度
を
高
く
す
る

ほ
ど
、
性
能
が
良
く
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
臭
化
リ
チ
ウ
ム
の
濃
度
が
飽
和
濃

度
以
上
に
な
る
と
水
溶
液
内
に
結
晶
が

析
出
し
て
、
臭
化
リ
チ
ウ
ム
の
結
晶
が

吸
収
液
を
循
環
さ
せ
る
流
路
を
閉
塞
し

て
し
ま
い
、
装
置
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し

て
し
ま
い
ま
す
。

本
研
究
で
は
、
臭
化
リ
チ
ウ
ム
の
結

晶
が
吸
収
液
内
に
析
出
し
て
も
、
そ

の
結
晶
が
大
き
く
は
成
長
せ
ず
多
く

の
微
細
な
結
晶
粒
子
に
な
る
だ
け
で
、

臭
化
リ
チ
ウ
ム
水
溶
液
の
流
動
性
を

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
吸
収
液
ス

ラ
リ
ー
を
安
定
的
に
作
る
技
術
を
開

発
し
ま
し
た
。
こ
の
ス
ラ
リ
ー
を
使

え
ば
、
同
じ
サ
イ
ズ
の
装
置
で
も
冷

熱
や
蒸
気
生
成
出
力
が
２
倍
に
向
上

す
る
こ
と
を
理
論
的
に
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。
本
研
究
成
果
は
、
廃
熱
を

回
収
し
て
有
効
利
用
で
き
る
有
望
な

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
と
し
て
期
待
さ
れ
、

炭
酸
ガ
ス
排
出
削
減
に
も
貢
献
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

図 2　通常の結晶成長図 1　吸収液スラリー
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